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4.

付表B. ブランドのためのRSL試験のモデルプログラム
この付表は、ブランドがおこなう試験プログラムがどういうものかの例を示しています。これは、サプライヤーが、
その顧客から求められるであろう試験の要求事項を理解し、それに適合した自社内での試験手順をどのように作り上
げていくかをサポートするものです。知っておかなければいけないことは、どのブランドも全く同じルールでは運用
していないということです。顧客の要求事項を完全に理解するために、常に顧客にルールを確認すべきです。

ねらい

化学物質に関する法令順守と最終製品の安全
性を確保する

目的

全ての最終製品が、安全で法に基づいたもの
であることを保証するため、合意された試験
プログラムに基づきチェックされなければな
りません。

適用範囲

この試験プログラムは、アパレル、アクセサ
リー、ジュエリー、フットウエア、スポーツ
用具、パッケージなどを含む、ブランドの全
ての最終製品に適用されます。

また、このルールは、ブランドは付いていな
くても、ブランドが法的に責任を負うべき製
品にも適用されます。

序論

ブランドの責任の一環として、ブランドがあ
る程度の分析試験を実施して、製品とサプラ
イヤーの品質を監視および証明することが重
要です。サプライヤーの監査と仕様の設定だ
けでは、製品が合法で安全であることを確認
するには不十分です。

分析試験は品質を管理するためのツールではあ
りませんが、この試験により得られた情報は、
間接的に品質をモニターするために使えます。

•	 �この製品データは、化学物質に関する法令
順守や安全性を確かめるために使えます。

•	 �この製品データは、取引基準、裁判、メデ
ィア、消費者団体、NGOなどから異議を唱
えられた場合に、法令遵守を証明し、自己
防御をするための一部として使用すること
ができます。

•	 �試験結果は、管理工程が実施され、正しく
機能していることを示すために、社内的に
使われます。

手順

図4は、高いレベルの製品監査手順の一般例の
概略を示したものです。最初の2ステップは、
次のセクションに詳細を示します。

図4 製品監査の手順

製品とサプライヤーを 
特定する

試験のために製品を 
検査機関に送る

試験を決める

試験レポートを確認する

合格：情報システム内に 
結果を記録する

基準外(不合格)：結果を追跡 
できるように記録し、調査する。

図5および図6を参照

図7を参照
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リスク評価

正しく適切な判断をするためには、サプライ
チェーン、工程、製品内における化学物質の
リスクを理解することが重要です。（6ペー
ジの、「化学物質のリスクを理解する」を参
照してください。）

試験のルールに適合させるために、製品の組
成を知ることは重要なことです。例えば、

•	 �皮革の部材は、六価クロム、短鎖塩素化パ
ラフィン、アゾ染料やホルムアルデヒドが
含まれる可能性があります。

•	 �PVCコーティング加工の皮革：鉛、カドミ
ウム、フタル酸エステルが含まれる可能性
があります。

•	 P U コ ー テ ィ ン グ 加 工 の 皮 革 ： 有 機 ス
ズ、DFMa が含まれる可能性があります 
（同様に、天然皮革にPUコーティング加工
をした場合は、DMFuが含まれる可能性が
あります。）

独自の試験ルールを設定する場合は、下記が
必要です。

•	 �サプライヤーごとに、どんな種類の試験を
求めるかを決める。（図5を参照）

•	 �製品ごとに、どんな種類の試験を求めるか
を決める。（図6を参照）

•	 �必要な化学的および物理的テストを特定す
る。（次ページの図7を参照）

何を試験するか決めるためのヒント

全ての新しいサプライヤーは、リスクが高い
とみなし、信用がおけるようになるまでは、
高い頻度で試験を行う対象とすべきです。

少なくとも、次の要求事項に対応できるサプ
ライヤーは、低い頻度での試験実施で大丈夫
でしょう。

•	 �きちんとした化学物質管理システム（例え
ば、方針、社内の管理計画、証明書の取
得、教育など）を持っており、かかる案件
に対するブルーサイン®やZDHCの認証を
得ているサプライヤー。

•	 �試験を実施し、長らく良い結果を続けてい
るサプライヤー。（例えば、過去12ヶ月の
間に不合格がないなど）

•	 �品質、工程、環境、社会の各監査の化学的
側面において、長らく良い結果を続けてい
るサプライヤー。

図5 サプライヤーのリスク評価

新しいサプライヤーですか？

低い頻度で試験を行うべき 
サプライヤーです

高い頻度で試験を行うべき 
対象のサプライヤーです。このサプライヤーは、過去に悪い成果を残したことはあ

りませんか？
•	 �過去の試験履歴に不適合のレポートが含まれている。

•	 �化学物質管理プログラムがきちんと整備されていない。

•	 �品質、社会、工程、環境の各監査での化学的側面において、問
題があった。

•	 �商品的問題があった。

こ の サ プ ラ イ ヤ ー は 、 過 去 に 良 い 成 果 を 残 し て い ま
すか？
•	 �過去の試験結果で、不適合のものがない。

•	 �化学物質管理プログラムがきちんと整備されている。

•	 �品質、社会、工程、環境の各監査での化学的側面において、
問題がなかった。
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•	 �玩具と分類されている全ての製品（14歳以
下の子供が遊ぶために設計された製品）
は、現存する国際基準（例えば、ドレスア
ップ用ウエア、仮装用ウエア、ぬいぐるみ
など）に基づいて試験する必要があます。
それらの基準は、特に玩具として販売され
ていなくても、明らかに遊ぶための製品で
あれば、適用されます。

注意：これは化学物質への要求事項に限っ
たものではありませんが、いくつかの製品
の 安 全 要 求 事 項 が 含 ま れ る こ と が あ り
ます。

•	 �全ての、乳児、幼児、子供用製品は、リス
クが高いと考えられています。したがっ
て、試験の頻度については、子供用の特別
な制限、規制、禁止事項を考慮して決めな
くてはなりません。

•	 �継続商品（恒久的に提供するもの）は、1年
に1回、または材料や工程に変化があるた
びに試験をすべきです。

•	 �化学物質の試験に加え、機能訴求をしてい
る製品については、その訴求内容を証明す
るために、試験をすべきです。これは、化
学物質への要求事項ではありませんが、法
令順守を証明するために注意する価値があ
ります。例えば、

•	 �ナイトウエアの難燃性
•	 �防汚性
•	 �防水/耐水性
•	 �ノンアイロン

図6. 製品リスク評価

その製品は、ブランドとして継続的に供給していくも
のですか？

図5で決められたサプライヤー
の頻度に基づき試験を行う

12ヶ月ごとに試験を行うか、
または、材料と工程に変更が

あるたびに試験を行う。
その製品は、ブランドとして戦略的に供給していくも
のですが？
•	 �乳幼児用

•	 �玩具

•	 �食品に接触する製品

•	 �代表的な製品

•	 �販売数量が多い製品

はい

いいえ

図7. 試験のリスク評価

この製品は、法律で難燃性試験を要求されていますか？

RSLのリスクマトリックスに 
基づいて試験する

この製品には訴求をしている特徴はありますか？
•	 �防汚

•	 �防風

•	 �防水、耐水、撥水

•	 �抗ピリング

•	 �イージーケア

全ての構成部材の組成は何ですか？例えば：
•	 �綿�

•	 �皮革

•	 �ポリエステル

•	 �ポリ塩化ビニル（PVC）

•	 �ポリウレタン（PU）

•	 �ゴム

•	 �金属

難燃性試験 
ハロゲン化三酸化アンチモン

管理計画に特定の試験を追加する。

機能テスト
防汚と撥水にはPFCSの試験をおこ
なう
イージーケアにはホルムアルデヒ
ドの試験をおこなう

この製品、またはサプライヤーに関して特定の問題が
予測されますか？


